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Ⅰ．は じ め に

三環系抗うつ薬の副作用として，QT延長・心室

頻拍の存在はよく知られているが，これらの薬剤と

Brugada症候群の関係については報告が少ない．今

回，三環系抗うつ薬内服中の患者に失神発作と心電

図上右側胸部誘導にてcoved型 ST上昇を認め，

Brugada症候群と診断した症例を経験したので報告

する．

Ⅱ．症　　　例

症例は43歳男性．32歳より強迫行為が出現し，

39歳時には抑うつ状態に確認強迫を認めたため他院

の心療内科を受診し，抗うつ薬の投与が開始された．

当時より三環系抗うつ薬の内服により治療が行われ

たが十分なコントロールに至らず，2004年7月，当

院精神科へ紹介入院となった．

既往歴には42歳時に大腸ポリープを指摘される以

三環系抗うつ薬投与中に痙攣を伴う意識消失発作を生
じBrugada症候群と診断した1例
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ず当院精神科へ紹介入院となり，様々な内服薬と電気痙攣療法（ECT）が施行された．

しかし，改善はわずかであり，三環系抗うつ薬のノルトリプチリンの内服を開始し

たところ，突然1分間の間代性の痙攣を伴う意識消失発作が出現し，その直後の心

電図上で右側胸部誘導におけるcoved型ST上昇を認めた．Brugada症候群の疑い

により循環器内科へ転科となった．ピルジカイニド負荷テストでは陽性であり，VT

誘発試験では右室心尖部からの2連発刺激でVFが誘発された．以上の結果から，

Brugada症候群と診断しICD植込みを行った．
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外に特記事項なし．家族歴には心疾患や突然死を認

めず，飲酒歴は機会飲酒で，喫煙歴は一日15本を

20年間であった．

入院時の心電図（図1）は，PQ 180 msec，QRS

100 msec，QT/QTc 320/360 msecと正常範囲内で

あり，V2に限局した0.1 mm程度saddle-back型の非

特異的なST上昇を認めるのみであった．

入院後，様々な内服薬と電気痙攣療法（ECT）が施

行されたが著効は得られず，三環系抗うつ薬のノル

トリプチリンの内服が開始され，最大量の150 mg

まで増量したところ症状は徐々に改善し，外泊も可

能な状態まで回復を認めた．しかし，10月末より口

渇や手足の振戦が出現し，薬剤の副作用と考えられ，

120 mgへと減量されて経過観察となっていた．

11月初旬，談話室にて休憩中に突然1分間の間代

性痙攣を伴う意識消失発作が出現し，約20分後には

意識状態は改善した．その時の心電図上に右側胸部

誘導にてcoved型ST上昇を認め，意識消失発作や

発作直後の心電図よりBrugada症候群が疑われ，当

院循環器内科へ転科となった．

意識消失発作直後に施行された心電図（図2）では，

V1-3でのcoved型のST上昇を認めた．このST上昇

は減弱しながらほぼ20時間持続し，翌日には入院時

心電図へと回復していた．

発作直後の血液検査ではCK（538 U/L）の上昇を認

めたがCK-MBの上昇は認めず，これは痙攣発作に

よる影響と考えられた．

心エコー検査ではEF 63％であり，局所壁運動異

常を認めず，加算平均心電図では Total QRS

Duration：111 msec（N≦120 msec），Duration

Under 40μV：40 msec（N＜37 msec），RMS last

40 msec：15.0μV（N＞20μV）を示し陽性と考えら

れた．

さらなる精査の目的で施行されたVT誘発試験で

は右室心尖部からの基本周期400 msecにおける2連

発刺激（210～190 msec）により，多形性VTが誘発

され，その後心室細動へ移行した．この時には意識

消失を認め，DC 360 Jにて洞調律に復帰した（図3）．

ピルジカイニド負荷テストは1 mg/kg（75 mg）を

静脈投与し，心電図を経過観察とした結果，V1-3で

ST上昇を認め，特にV1，2ではcoved型へと変化する

陽性所見であった（図4）．

VT誘発試験が陽性であったこと，安静時心電図

でsaddle-back型ST上昇を呈し，ピルジカイニド負

荷ではsaddle-back型からcoved型のST上昇へ変化

したことから，Brugada症候群と診断し，12月中旬
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図1 安静時心電図
◆PQ 180 msec, QRS 100 msec, QT/QTc 320/360 msec

◆Saddle-back型ST elevation (≦0.15) in V2



にICD植込みを行った1），2）．

ICD導入後はVT/VFを認めず，意識消失発作の

出現はない．一方で，精神疾患の治療のためにノル

トリプチリンを中断することは不可能であったた

め，60 mg内服の状態で退院し現在外来通院となっ

ている．

Ⅲ．考　　　察

環系抗うつ薬（CA：cyclic antidepressant）による

心電図上のQT延長作用はよく知られた合併症であ

るが，一方でST上昇の報告は多くない．

Babaliarosら3）は，三環系抗うつ薬（TCA：tri-

cyclic antidepressant）を過量投与中に心電図上V1-3

のcoved型ST上昇を呈した症例を報告している．

同症例は三環系抗うつ薬中止後にST上昇が消失し

ていることが確認されている．その他にも，

Bolognesiら4）やRouleauら5）も同様の報告をしてい

る．このなかには四環系抗うつ薬やSSRI（セロトニ

ン選択性再取り込み阻害楽）も含まれている（図5）．

また，Goldgran-Toledanoら6）は環系抗うつ薬の過

剰内服により入院した患者に関して，抗うつ薬の血

中濃度が高い群にBrugada様の心電図変化を有意に

多く認めたと報告している．

以上のように，通常使用量以上の三環系を含む抗

うつ薬の使用にてBrugada様のST上昇を示す報告

は過去に認めるものの，本症例のように通常量の使

用でBrugada様の心電図変化をきたしたという報告

はほとんどない7）～9）．

三環系抗うつ薬がBrugada症候群の素因をもつ患

者を顕在化したのか，あるいは直接的にBrugada様

の心電図変化を引き起こしたのか議論となる点と考

えられるが，本症例では難治性の抑うつ状態・強迫

症状を認め，他剤での代用が困難であった．VT誘

発試験時にも，ノルトリプチリン30 mg/dayが投与

されていたが，難治性の抑うつ状態・強迫症状によ

り，薬剤の中止や他剤への変更が困難であり，薬剤

内服下での試験であったが，ICD植込みの適応があ

ると考えられた．
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図2 意識回復後の心電図
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図3 VT Induction

図4 ピルジカイニド負荷テスト



環系抗うつ薬がBrugada様心電図の特徴であるV1，2

でのST上昇を引き起こす理由として，Barberら10）

は三環系抗うつ薬がNa＋チャンネルをブロックする

ことを報告している．右室流出路では内向き電流で

あるNa＋電流，Ca2＋電流と外向き電流であるItoのバ

ランスで再分極相であるSTが形成されているが，

Na＋チャンネルブロックにより相対的に外向き電流

が増加し，ST上昇につながるとしている．

薬剤投与量の点では本症例に使用されていたノル

トリプチリンの血中濃度は，発作直後の検査では推

奨されている値をやや上回るものの，環系抗うつ薬

の至適血中濃度に関しては厳密な基準が定められて

おらず，決して高値とはいえない程度であった．

抗うつ薬によるBrugada様心電図の発現は過量の

抗うつ薬の投与・内服によるものが多いと報告され

ているが，本症例のように通常使用量でもcoved型

ST上昇を呈する症例が存在することが示された．

Brugada症候群の患者に対してICD植込み後に

VT/VFやICD作動がストレスとなり，抑うつ状態

から抗うつ薬を必要とする症例も経験されるところ

であり，抗うつ薬を使用中の患者では心電図所見に

十分注意する必要があると考えられた．
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図5 向精神薬の過剰投与とST上昇の報告
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